
人口減少社会における農山漁村の活性化

※住民の一体性がある地区 (小学校区、大字等)単位を想定

農林水産業を中心として、他産業との連携
も広げ、地域の雇用を生み出し、若者の定住
を促進。

・農山漁村における雇用機会を増加させ、地域の活性化に寄与。
・豊かな地域資源を有する農山漁村に若者を呼び込み、人口減少の歯止めへの貢献に期待。

【 農山漁村の現状 】

・ 小規模集落が増加し、集落機能

が低下。

集落間のネットワーク化

人を呼び込む魅力ある農山漁村づくり

【施策のイメージ】

◆ 農山漁村への就業促進

◆ 地域資源を活用した新たな地域産業
（６次産業等） の振興

◆ 林業の成長産業化（地域材や国産材
ＣＬＴの活用、バイオマス利用等）

農山漁村における女性・高齢者の活躍の

場を増やすことにより、地域社会の幅を広

げ、地域経済の活性化に寄与。

【施策のイメージ】

◆ 女性農業経営者の発展支援

農山漁村の魅力を広く伝えるため、教育や観光・

福祉等の様々な場面で都市住民が農山漁村と触

れ合う機会を創出。

◆ 子供の農山漁村での体験学習

◆ 多様なスタイルの市民農園や
福祉農園の整備

◆ 農村の空き家・廃
校等の利用

【施策のイメージ】
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集落間の
ネットワーク化

基幹集落への機能集約
（例）公民館、農産物出荷拠点

などを集約・再編

（例）コミュニティバスの
運行、ＩＣＴの整備など

◆ 総合的な土地利用計画の仕組みの
検討

◆ 各府省とも連携し、生活関連施設等
の集約・再編

○ 農山漁村では、高齢化や人口減少が都市に先駆けて進行。小規模集落が増加し、集落機能が低下。

○ 関係省庁とも連携して、集落間のネットワーク化を進めつつ、豊かな地域資源を活かし、多様な人材が活躍できる魅力ある
農山漁村づくりを推進。

岡山県真庭市の
木質バイオマス利用

真庭市は、地域の木材関連
業者・森林組合等と共同し
て、１万kW（22,000世帯分）の
木質バイオマス発電事業を
推進中（１００人以上の雇用
を見込）。

◆ 地域づくりへの意欲と感覚を有する人
材の育成・活用

◆ 鳥獣被害対策
の担い手としての
活用

◆ 女性の知恵や感性を活かした
新たな商品開発等の推進

（農業女子プロジェクト）

・ 高齢化や人口減少が都市に

先駆けて進行。

若年層の就業促進・雇用創出 地域における女性・高齢者の活用

【施策のイメージ】

【小規模集落の割合の推移】

資料：農林水産省「農林業センサス」
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◆ 子育て・介護・
買い物支援

◆ 「定年帰農」の
推進

人口減少や高齢化が進む中で、地域
全体の存続を図るため、集落機能の集約
と周辺集落のネットワーク化を推進。

出典：食料・農業・農村白書

【ＤＩＤｓ・非ＤＩＤｓの人口と

高齢化率の推移と見通し】

※ＤＩＤ：Densely Inhabited District（人口集中地区）

※
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